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Camera News
      カメラニュース様々な願いをこめて　天まで届け　神明さん

地域の良いもの　食べて　見て　体験して
　

１
月
29
日
、
吉
名
小
学
校
で
、

第
10
回
吉
名
よ
が
ん
す
の
ぉ
～

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
に
は
、

今
年
も
牡
蠣
や
ア
ナ
ゴ
、
じ
ゃ

が
い
も
な
ど
、
地
元
産
品
が
登

場
。
吉
名
の
新
鮮
な
特
産
品
を

味
わ
う
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
や
体
育
館
で

は
、
楽
器
演
奏
や
ダ
ン
ス
、
段

ボ
ー
ル
迷
路
、
手
作
り
キ
ャ
ン

ド
ル
、
公
民
館
の
作
品
展
な
ど

が
行
わ
れ
、
毎
年
恒
例
の
吉
名

中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
干
支
の

パ
ズ
ル
で
は
、
地
元
で
採
れ
た

野
菜
を
使
っ
て
み
ん
な
で
「
酉
」

を
描
き
ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
た
く

さ
ん
の
人
が
吉
名
の
旬
を
楽
し

ん
だ
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

失敗を恐れずやってみよう！　ボールゲームフェスタ
　

２
月
19
日
、
バ
ン
ブ
ー
公
園

体
育
館
及
び
出
会
い
の
広
場

で
、
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
（
Ｊ

Ｔ
Ｌ
）
に
所
属
す
る
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら

の
指
導
に
よ
り
、
午
前
は
「
ボ
ー

ル
で
あ
そ
ぼ
う
！
」
、
午
後
は

「
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
年

齢
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
、
午
前
は
親
子
32
組
、

午
後
は
小
学
３
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
83
人
が
参
加
。
参
加

者
は
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体

感
し
て
い
ま
し
た
。

市内の児童生徒の夢や希望を実現！　竹原っこ夢プロジェクト
　

今
年
度
の
「
竹
原
っ
こ
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
忠
海
中
学

校
、
竹
原
西
小
学
校
、
仁
賀
小

学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
忠
海
中
学
校
の
活
動
の

様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

大
久
野
島
に
た
く
さ
ん
の
外

国
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
「
忠
海

の
魅
力
に
つ
い
て
も
外
国
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
生

徒
た
ち
の
願
い
か
ら
、
忠
海
の

史
跡
や
観
光
名
所
な
ど
に
つ
い

て
調
べ
、
英
語
版
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
大
久
野
島

や
修
学
旅
行
先
の
東
京
で
配

り
、
忠
海
の
す
ば
ら
し
さ
を
情

報
発
信
す
る
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
市

内
各
地
で
、
神
明
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
人
た
ち
か
ら
は

「
神
明
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
、
市
の
冬
の
風
物
詩
で

あ
る
神
明
祭
。
形
や
大
き
さ
、
飾

り
、
進
行
手
順
も
地
域
に
よ
っ
て

様
々
な
こ
の
行
事
は
、
毎
年
地
域

の
み
な
さ
ん
や
公
民
館
が
主
体
と

な
り
、
長
年
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
無
事
に
行
わ
れ
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
神
明
さ
ん
は
勢
い
よ
く
燃
や

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　旧忠海東小学校
　（二窓地域）

▲

▲中須公園
　（竹原西公民館）

▲竹原西幼稚園
　（楠通自治会）

　作成した英語版の
　パンフレット

▲



広報たけはら　2017.3.6　9

　１月 29 日、たけはら美

術館文化創造ホールで、「発

達障害は発達する～正しい

理解と適切な支援について

～」と題して、発達障害啓

発講演会が開催されまし

た。市民や障害福祉サービ

ス事業所関係者など約 140

人が参加し、発達障害の基

本的知識や特性、かかわり

方について学びました。

　平成 28 年７月から、２

人の読書活動推進員が市内

の小 ･ 中学校を巡回して、

学校図書館の環境整備や読

書活動の充実のための取組

を行っています。お薦めの

本や季節に合った本を配架

したり、読み聞かせをした

りして、本の好きなたけは

らっ子を増やすための様々

な工夫を行っています。

　２月３日、広島県庁の食

堂で、カゴメ株式会社、県

立広島大学との連携事業と

して、市内保育所・こども

園の新メニューとして開発

した「和風トマじゃが」が

提供されました。当日は県

立広島大学の学生がレシピ

を配布し、市の地場産物で

あるじゃがいもを使ったこ

のメニューをＰＲ。多くの

人に食べてもらいました。

「和風トマじゃが」　広島県庁の食堂でＰＲ

貴重な地域の文化財を火災から守るため

　１月 28 日、町並み保存

地区の照蓮寺で、文化財防

火訓練が行われました。地

域で大切に守り伝えてきた

文化財を守るため、地域住

民や消防団、消防署などか

ら約 50 人が参加し、通報

訓練や初期消火訓練、放水

訓練などを行いました。

発達障害について学ぶ

本を読みたくなる学校図書館に！

東野小学校メディアセンターで
地域の人と交流

　１月 31 日、東野小学校メディアセン

ターで、小学６年生が総合的な学習の時

間に「卒業プロジェクト」の一環として、

地域の人を招き、「ＩＣＴ教室」を開き

ました。

　タブレット型端末で写真を撮ったり、

タッチペンで画面に書き込みをしたり、

まとめたものを電子黒板に映し、発表を

したりしました。子どもたちは今まで学

習してきたことを地域の人に教えること

ができました。地域の人も初めての体験

にどきどきしながらも、子どもたちとの

コミュニケーションを楽しみました。

「ことばの輝き」
最優秀賞を２人が受賞！

　広島県教育委員会主催の「ことばの輝

き」優秀作品コンクールにおいて、賀茂

川中学校１年の西岡ひめみさん（『私に

とっての「太陽」』）と忠海小学校６年の

仁井原匠海君（「第一歩」）の２人が最優

秀賞に選ばれ、１月 31 日に安芸区民文

化センターで、表彰式が行われました。

　両作品とも、新聞やテレビで見た

ニュース等から自分の考えを論理的に表

現し、これからの自分の生き方について

はっきりと主張するすばらしい作品でし

た。作品は、広島県教育委員会ホームペー

ジに掲載してありますので、ぜひみなさ

んも読んでみてください。


